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１．概要（Summary） 

近年当研究室では、金属錯体と蛋白質から機能材料

の複合系を構築する研究を行っている。ビーカーを用い

メタノール溶媒中で o-バニリンと 1R2R(-)-(-)1,2-シクロヘ

キサンジアミンを 40℃2 時間の熱撹拌をして配位子を作り、

これに酢酸銅、酢酸ニッケル、酢酸亜鉛をそれぞれ 40℃

2 時間の熱撹拌をすることにより各種金属錯体を合成する。

さらにこの金属錯体とリゾチームから金属錯体含有蛋白

質の合成を試みている。しかし、ビーカーワークでは反応

最終段の反応物である金属錯体含有蛋白質の収率を上

げる事、および分離同定することは現状では困難である。

そこで今回ナノプラットフォームの支援を受けマイクロ流体

デバイスの試作を依頼し、同デバイス内で上記反応を行

い、比較を試みることとした。 

 
２．実験（Experimental） 

【主な使用装置】 

・ズースマイクロテック社製 MA6 

・日本分光社製 FT/IR-6200 

 
マイクロ流体デバイスは Y ジャンクション型のシンプル

な構造のもので、フォトリソグラフィーと PDMS モールディ

ングおよびガラス基板と PDMSとの直接接合によって作製

された。（Fig.1） 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.2 および Fig.3 に合成反応の詳細および結果を示

す。反応は、金属錯体の作製および金属錯体とたんぱく

質との反応の 2 段階に分けて進めた。 
 

 
 
Fig.2 の赤外（FT/IR-6200 使用）および UV-VIS の結

果から、金属錯体が問題なく合成されていることがわかる。

この際の反応時間は従来法の 40℃ 2 時間に比較し、室

温で１秒以下と格段に早くなっている。また、Fig.3 の

UV-BIS の分析結果から、金属錯体タンパク質が問題なく

合成されていることが確認された。今後は反応時間、収率

や副生成物等の確認等の詳細な実験を行っていく予定で

ある。 
 

Fig.2 Synthesis of Metal Complex 

Fig.3 Synthesis of metal complex containing 
proteins 

Fig.1 Design and fabrication of the micro 
fluidic device 
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